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１ 当時と現在の施設状況

【小学校】
学校数：４２校
棟 数：６３９棟
面 積：２４５，３３３㎡

【中学校】
学校数：２０校
棟 数：３７２棟
面 積：１５０，１７３㎡

【合 計】
学校数：６３校
棟 数：１，０３５棟
面 積：４１６，６５１㎡

【小学校】
学校数：４２校
棟 数：６２５棟
面 積：２７１，０５８㎡

【中学校】
学校数：２１校
棟 数：３７２棟
面 積：１５７，７０１㎡

【合 計】
学校数：６４校
棟 数：１，０２１棟
面 積：４４９，９０４㎡

平成２７年度当時 令和５年度現在

当時から，教室不足による新増築などもあり，延床面積としては，３３，０００㎡を超える施設増加となっている。

【高等学校】
学校数：１校
棟 数：２４棟
面 積：２１，１４５㎡

【高等学校】
学校数：１校
棟 数：２４棟
面 積：２１，１４５㎡
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２(1) 第Ⅰ期計画期間中における動き

施設
白書

基本
方針

柏の
葉中
新築

計画
策定

３校
増築

田中
北小
移転

H27年度
2015

H28年度
2016

H29年度
2017

H30年度
2018

R1年度
2019

R3年度
2021

R4年度
2022

R2年度
2020

校舎
長寿命
改良

平成２８年３月に公共施設等
総合管理計画施設白書編を策
定され、その際、当該計画の
基礎になる延べ床面積を算出。
学校施設
小学校４２校 245,333㎡
中学校２０校 150,173㎡
全体 395,506㎡

平成３０年３月
に柏市内２１校
目の中学校とし
て，柏の葉中学
校は竣工し，４
月から開校して
いる。
学校施設は、中
学校が２０校か
ら２１校となり，
施設の増加と
なっている。

平成３１年３月
に柏市学校施設
個別施設計画を
策定。

全てを建替では
なく、長寿命改
良工事を中心に
進めることなど
を定めた。

令和１・２年度
で柏市で初めて
校舎長寿命化改
良工事を実施。
ユニバーサルデ
ザインの確保の
関係でEV設置
など一部増築を
行なっている。

教室不足に伴い，
令和３年度に
柏第三小学校，田中小学校，
柏の葉小学校の３校の増築

令和４年度に
田中北小学校の移転

柏の
葉小
増築

【柏の葉小学校】
平成２８年１月に２階建て
校舎増築。 1,147㎡増築

★ 法改正
小学校３５人学級

法改正により，令和３年４
月１日より計画的に５年間
（令和７年度まで）かけて
４０人学級から３５人学級
引き下げとなった。
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２(2) 新増築の詳細について

H29（2017）
柏の葉中学校新築

平成３０年３月に柏市内２１校目の中学
校として，柏の葉中学校は竣工し，４月
から開校している。
学校施設は、中学校が２０校から２１校
となっている。
校舎，体育館，武道場及び小学校をつな
ぐ空中通路などを新設。 9,324㎡

(柏の葉小空中通路70㎡も含む)
給食室については，柏の葉小学校の施設
を利用して運営している。

柏第三小学校については，柏駅の再開発に伴い，
通級指導教室，特別支援学級及び特別教室の増築
を行い，令和４年度に既存特別教室を普通教室に
改修を行った。（増築：2004㎡ 減築：442㎡）
柏の葉小学校については，TX沿いの開発に伴い，
普通教室，給食室及びこどもルームの増築を行っ
た。（増築：3653㎡）
田中小学校については，普通教室，特別教室，職
員室及び給食室等を含め増築を行った。

（増築：6,855㎡ 減築：1,753㎡）

柏駅前の再開発やつくばエクスプレス（TX）沿いの開発の影響による教室不足に
伴い，増築を行っている状況である。

田中小学校

R3（2021）
小学校三校増築

R4（2022）
田中北小移転

つくばエクスプレスの影響による教室
増加に伴い，田中小学校の一部学区の変
更を行った形で，令和５年３月に新校舎
を建設。４月から田中北小学校は移転し，
新しい学校で授業を行っている。
校舎，屋内運動場及び給食室を含めて学
校としては，15,122㎡の新設。（既存
4,775㎡（解体未定））

なお，合わせて，こどもルーム及び防
災備蓄倉庫の増築を行っている。

柏第三小学校 柏の葉小学校

教室不足による増加もあるが，「新しい学び」の実現のため，既存施設より施設が大きくなっている。
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２(3) 個別施設計画策定 (平成30年３月)

平成３１年３月に柏市学校施設個別施設計画を策定。
全てを建替ではなく、長寿命改良工事を中心に進めることなどを定めた。

長寿命化改良工事を行うことにより，建物の目標使用年数は６０年から８０年
へ延長し，建替を行う学校と長寿命化改良工事を行うことで財政目標ラインの40
億円に平準化を行った。



6

2(4) 長寿命化改良工事（校舎）

令和１・２年度で柏市で初めて校舎長寿命化改良工事を実施。既存校舎を改修し，ユニバーサルデザインの確保のため
の必要最小限のEV設置など増築に留め，施設増加を極力抑えた事業となっている。

「学校施設の教育環境向上を図る改修等に関する課題解決事例集」（文科省HP P25～P33）

R1・R2（2019・2020） 土小学校校舎長寿命改良

既存施設解体等
14施設 315㎡

増築
7施設 298㎡

※当該数値は，H28年度の
数値と令和５年３月３１日
現在の数値で確認したもの。
他課の移設等において，当
課所管でなくなったものも
あると思われる。
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2(5) 長寿命化改良工事（屋内運動場）

屋内運動場長寿命改良工事 （H28～R4年度）

第１期 (平成31(2019)年～平成37(2025)年)
小学校 H28 富勢小

H29 酒井根小
H30 光ケ丘小，高田小，

大津第一小
R1 風早北小，柏二小
R2 旭小
R3 名戸ケ谷小
R4 酒井根東小
R5 豊小
R6予定 松葉二小，柏七小
※藤心小は，小規模校のため現在
改修を保留中
※田中小・手賀西小は過去に屋
根・外壁工事実施済み

中 学 校 ・
高等学校

H28 柏五中
H29 南部中
R1 酒井根中
R2 田中中
R3 土中
R4 富勢中
R5 松葉中
R7予定 大津ケ丘中
※柏四中は校舎長寿命の兼合いで
調整中

屋内運動場長寿命改良工事については，柏市学校施設個別施設計画策定前から先行して改修工事を進めている。
令和４年度までで，小学校１０校，中学校で６校実施している。
こちらについても，既存施設を活用し，多目的トイレなどの設置など必要最小限の増築に留めている。
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３(1) これまでの児童生徒数・学級数の変化

★ 法改正（小学校３５人学級）の影響

特別支援学級

全体

特別支援学級の生徒増加

法改正に伴い，小学校が
40人学級が35人学級
R3 1∼2年生 35人学級
R4 1∼3年生 35人学級
R5 1∼4年生 35人学級

通常学級

令和２年度に学級数が下がってきたが，法改正により児童生徒数は
増えていないが学級数が増加となっている。

特別支援学級の児童生徒数が増加しており，児童生徒数は
平成２７年度から約２倍，学級数も約1.8倍に増えている。

※特別支援学級は，
８人で１学級となり，
情緒学級と知的学級
が主である。

法改正の影響による学級数の増加及び特別支援学級の児童生徒数
増加により，児童生徒数が微増であるが，学級数は，当該期間内で
１００学級近く増加している。

新増築を行ったエリア以外も一部の地域を除いて同じような傾向
が見られる。

学級数が減少しないことには，建物の減築や統廃合には結びつか
ず，現状教室不足対応で施設増加傾向となっている。
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❖ 少子高齢化の影響で，将来的には児童数・生徒数が大幅に減少する見込み
❖ 10年後に▲5％，20年後に▲15％，30年後に▲22％減少
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３(2) 児童生徒数の推移
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ア 児童生徒数の推移

❖児童生徒数は地域ごとに差が生じる見込み

❖年少人口が増加するのは「北部１」のみ

❖最も年少人口が減少するのは「北部２」

で，約22.1％減少

❖その他の減少エリアもおおむね15％程度

減少

－15.4%

＋33.4%

－22.1%

３(2) 児童生徒数の推移 【地域別】
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■ 特別支援教育児童数・学級数

３(3)特別支援教育児童数・学級数
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３(4) 柏市未来につなぐ魅力ある学校づくり基本方針

不登校を始めとした今日的な教育課題や児童生徒数の減少見込み等を踏まえ，将来における

「新しい学校のあり方」を幅広い視点で検討し，『より良い教育環境の確保』と『教育の質の向上』を図る

12

◆ 少子高齢化の影響で，将来的には児童数・生徒数が大幅に

減少する見込み

※ 10年後に▲5％，20年後に▲15％，30年後に▲22％減少

◆ 地域による学校規模の格差が拡大

⇒ 全校児童生徒数が300人を下回る小規模な学校が大幅に増加

⇒ 鉄道駅周辺，大規模住宅開発エリアの学校は大規模校化が進行

◆ 不登校児童生徒数が著しく増加 ※8年間で約3.8倍

（H26年216人⇒R4年805人）

◆ 増加著しい特別支援学級児童生徒への対応 ※8年間で約2倍

(H26年508人⇒R4年1,056人)

◆ 「中１ギャップ」，「小１プロブレム」

◆ 教職員の不足，多忙感の増大，若年化による組織力の低下

◆ 学校が求められる役割が多様化・複雑化

（貧困世帯ケア，生徒指導，通学路の安全確保など）

◆ 「学びなおし」機会が不十分

◆ 社会の担い手として必要となる基礎的学力・資質の習得

◆ 私学志向化を踏まえた市立高校の今後のあり方

基本方針を策定する「背景」

本方針が目指すもの

学校現場には多種多様な教育課題があります

【参考】 H26入学児童の年次別不登校数（柏市）

■ 児童生徒数の減少（過大規模校や小規模校が混在）

24 37 34 53
103

134
232

334
421

小１ 小２ 小３ 小４ 小５ 小６ 中１ 中２ 中３

※ 小６⇒中１にかけて不登校者数増加

誰一人取り残さず，多様な個人の「ウェルビーイングの実現」を目指す

【参考】30年後の小学校規模シミュレーション

＝ ～210人以下
＝ 211 ～ 420人以

下
＝ 421 ～ 840人以

下
＝ 841人以上

北部の一部エリア
で
大規模校化

南部・東部エリア
の大半の学校が小
規模校化

34,103 26,252 21,033 21,443 21,948 20,844 18,861 17,149 14,962 

16,867 
14,173 

9,535 9,985 10,538 10,152 8,763 8,058 7,260 

0

50,000

100,000

S59 H5 H15 H25 R5 R15 R25 R35 R45

児童数（小学校） 生徒数（中学校）

50,97
0 40,425

32,486
30,996

22,222

27,62430,568
31,428

25,207

（単位：人）
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３(4) 柏市未来につなぐ魅力ある学校づくり基本方針

13

検討体制・策定までのスケジュール

構成メンバー：学校教育部・教育総務部の全所属

スケジュール：2～3カ月毎に開催

検討会の下部組織として「３つの部会」を設置

① 施設・給食部会

② 教育課程部会

③ 学校運営部会

◆ 検討課題が多岐に渡ることを踏まえ，教育委員会検討会（３つの部会を含む）で協議・検討

◆ それら検討経過を踏まえ，教育政策審議会で検討を深める

※ 1～2週間毎に実施

市長部局関係部署とも情報共有

【教育委員会】検討会柏市教育政策審議会 検討状況を逐次，報告

令和7年3月末に基本方針を策定

回 時期

第1回 令和5年 11月22日

● 諮問（基本方針の策定について）

● 学校を取り巻く現状の概要・課題の全体感を共有

　 ・児童生徒数及び学校規模の推移見込み

 　・各種教育上の課題（不登校，教員不足，特別支援等）

● 策定までの審議会スケジュール

第2回 令和6年1月23日

※ 第１回審議会に続き，「現状」「課題」を整理

● 学校施設の老朽化等状況，将来にわたる維持管理コスト

● 各種教育上の課題

第3回 令和6年3月下旬 対応の方向性 ● 各課題ごとの対応の方向性について審議

第4回 令和6年5月中旬 対応の方向性

● 基準案について審議

● 地域ごとの学校配置シミュレーション案・対応の優先順位について審議

● （引き続き）教育課題に対する対応の方向性について審議

第5回 令和6年7月中旬 対応の方向性

（引き続き）

● 基準案の設定

● 地域ごとの学校配置シミュレーション案・対応の優先順位について審議

● （引き続き）教育課題に対する対応の方向性について審議

または，「先進校視察」としてマイクロバスで近隣市（市川市，八千代市，つ

くば市など）の一貫校の視察を検討

第6回 令和6年9月下旬 基本方針 基本方針《第１案》について審議，他計画との整合協議

第7回 令和6年11月中旬 基本方針 基本方針《第２案》について審議，他計画との整合協議

第8回 令和6年12月下旬 基本方針 基本方針案　確定

第9回 令和7年2月中旬 基本方針 (パブリックコメント反映) ⇒ 答申

協議事項

現状把握

・

課題の整理

パブリックコメント実施
（R6.12/下旬～R7.1/下旬)

※ 令和6年度末までに全9回の開催を予定
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３(5) 他の計画・方針との関係性

他の計画・方針との関係性
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４ 今後の予定について

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

契約 方針決定 素案

未
来
に
つ
な
ぐ
魅
力
あ
る

学
校
づ
く
り
基
本
方
針

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画

個
別
施
設
計
画

令和６年度 令和７年度

事業計画選定

関係課協議

計画精査・見直し

今後の運用検討

現地調査・第Ⅰ期の事後評価

現状・課題

数パターンの事業計画策定

比較検討

・基準の設定

審議会 審議会 審議会 審議会

・中学校区別方向性

(再編シｭﾐﾚｰｼｮﾝ，対応策)

・基本方針 骨子

・基本方針素案

・中学校区別方向性

(優先順位等)

・パプコメ結果

・基本方針案

・基本的な方針

・個別施設の再編方針案

・モデル地区の地域分析

・推進対策

・計画策定後の運用

・アクションプラン

・第２期総合管

理計画素案

行政改革推進委員会

パブリックコメント

パブリックコメント

パブリックコメント

・第Ⅰ期の実績・評価

・長寿命化・大規模改修の

分析・現状把握

（金額・人工を含め検討）

次のパターンで検討

・現状維持パターン

・外壁等（大規模改修優先）

・KMGｓの統廃合加味したパターン

給食室・プール・武道場の在り方検討・精査 財政部局と協議

部内会議 部内会議 部内会議 部内会議 部内会議

・給食室・プール・武道場の在り方

・今後の改修について検討を行う

・財源ラインの再検討

事業費40憶／一財10億見直し

財政部局と協議

・計画費用を再確認


